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平成 31 年度 自己評価及び学校関係者評価書 
                                  令和２年３月 27 日    

                               市立札幌みなみの杜高等支援学校    

１ 本年度の重点目標 

 

 

 

２ 本年度の経営方針 

 

 

 

 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達成 

状況 
改善の方策 

自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

重 

点 

目

標 

・ 

経

営

方

針 

日々の教育実践は、開校時の理念を踏

まえて行われているか。 
B 

 地域や保護者への学校活動の情

報発信や、iPad や地域を活用した

学習活動は一定の成果を感じてい

るものの、協働育成システムの運

営・参画や教育計画の活用について

は課題がある。学校全体としてみな

杜応援団とのつながりを深め、教職

員の参画のしやすさなどを再考し

ていく必要がある。 

B 

B 

サポートファイルさっぽろなどを通し

て、教育計画、方針について十分な説

明をしているか。 
C A 

学校だより、ホームページ等は、保護

者や地域の情報源として効果的に機能

しているか。 
B A 

みな杜応援団活動に、積極的に参加し

ているか。（準備等も含め） 
C B 

ipad を活用したふりかえり、授業が効

果的に行われているか。 
B A 

協育実習、地域実習、授業が地域との

つながりを活用できているか。 
A B 

進路に関する情報は、適切に伝えられ

ているか。 
B A 

学校関係者

評価委員に

よる意見 

・みな杜応援団活動に積極的な先生方は多いと感じています。地域とのつながりの活用を「A」と評価する中

での、応援団活動への参加が「C」と評価されている理由・原因等を知りたいです。 

・私事となってしまいますが、みな杜応援団活動に積極的に参加ができなく恐縮しております。協働育成シス

テムの中で他社さんの良い点や悪い点なども情報共有していただけると対応可能な限り企業側も協力いたし

ます。 

・みなみの杜応援団の活動については、明確な方針が教職員や父母に伝わっているのでしょうか。集計表から

は少々の混乱が感じられます。また、このようなボランティア活動に対する評価は難しく思います。先生方は

本当に良くやっていると感じています。 

・開校３年(みな杜第Ⅰ期)の学校づくり・教育実践・学校研究等の評価を踏まえ、みな杜スタンダードの不断

の見直しを行いながら、生徒一人一人が自分を高める学びをナビゲートできる教職員集団としてブラッシュア

ップしていくことを期待します。 

・サポートファイルさっぽろは、１期生保護者でも使用のしかたをわかってないのではないかと思います。以

前から有効活用できるための「DVD」があるとよいと思っていました(教諭向け、保護者向け、生徒向け)。 

・みな杜応援団活動については、先生方を巻きこむのは申し訳なく思うので、先生方が応援団に対して理解、

認知してもらうのが先だと思います。 

・地域、保護者、応援団等、あらゆる方面とこれまで以上に連携を強めて取り組んでいただきたい。 

 

みな杜第１期学校づくり（開校３年目―学校完成に向けて）～みな杜スタンダードの確立とさらなる充

実に向けて～ 

◯生徒一人一人が自分らしく自立できるように全力でナビゲート 

◯チーム学校として全教職員の協働と参画による活力ある学校づくりの推進 

◯地域社会へ貢献ができる、生徒が主役の学校づくりの推進 
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学

習

指

導 

授業が一人一人の生徒にわかりやすい

ように工夫されているか。 
B 

学習については、3学年の実績を

もとに系統性や教科間のつながり

を教科会議での検討、研究での検証

を行う。 

道徳、KOKOKARA については、研

究の成果を生かし、教育課程上の位

置付けや保健指導との関連を明確

にしていく。 

A 

A 

学習内容は、効果的なものとなるよう

系統的、横断的に計画、実践されてい

るか。 

B A 

道徳、KOKOKARA の教育と教科の関

連づけは明確にされているか。 
B A 

通知表は生徒の成長過程が、見やすい

ものになっているか。 B A 

学校関係者

評価委員に

よる意見 

・KOKOKARA の意味がわかりません。 

・学習指導に関しましては、自己評価票にある通り、生徒、保護者の評価は高く、先生の自己評価が厳しくさ

れている様に感じました。生徒様の中には現場実習よりも学習時間を求めている方もいらっしゃる様なので選

択式もありなのかと思いました。 

・生徒の少しずつの発達を支える授業であってほしいと願っています。 

・３年間の学びの積み重ねと各教科等を有機的に関連付けたクロスカリキュラムを充実していくための教育課

程研究の深化を期待します。 

・授業をじっくりと観ることがないので、評価のしようがないというところです。 

・研究、検証を重ねる姿勢を評価したいと思います。 

 

 

生

徒

指

導 

社会的ルールやマナーなど、実社会の

生活に対応した指導が実施されている

か。 

B 
 KATARAI や学校アセス、日常のか

かわりなどから、早期に生徒の様子

を把握し対応していることに一定

の成果を感じているが、教員間のば

らつきが無いよう、きまりのおさえ

や生徒指導についての共通理解を

図って対応していきたい。 

A 

B 

挨拶や時間を守るなど、規律ある指導

を行っているか。 
B A 

体罰（暴言など不適切な指導も）のな

い節度ある行動、態度がとられ、指導

ができているか。 

A A 

生徒の悩みや不安などを時間をかけて

相談にのるなど、きめ細かな生徒指導

を行っているか。 

B A 

男女交際や性指導などの生徒指導は、

思春期及び生徒の実態に対応している

か。 

B A 

学校でいじめや人間関係のトラブルが

あった時、適切に対応しているか。 
B A 

家庭との連絡をスムーズに進められて

いるか。 
B A 

学校関係者

評価委員に

よる意見 

・新入生は時間の経過と共に明るく活発的な人材に成長している様に感じました。挨拶もしっかりできており、

規律が守られていたと実感しました。家庭との連絡に関することで当社としてご協力できることをもう少しで

きれば良かったと反省しております(父兄の方々への工場案内や支援学校卒業後の従業員の様子など)。 

・保護者のコメントから、学校に対する信頼感が伺え安心します。このことがみなみの杜の伝統として培って

行きたいものと願います。 

・学校経営方針として示されているように、生徒指導を広く生徒支援としてとらえ、一人一人の生徒の最善の

利益の実現を図るという考え方を是非教職員で再確認したうえで具体的な改善を図っていくことが大切であ

ると考えます。 

・体罰などについては Aではないと思います。先生方も人間なので、ものの言い方はそれぞれ、暴言ではない

としても不適切な発言はあります、います。 

・１つ１つの事業を知りませんので、何とも評価しにくいですが、いじめ、人間関係のトラブル、その他に何

かしら発生した際、必ず関係者だけでなく、その現場にいた子、少なからず影響されると考えます。当事者だ

けでなく細部までフォローしていく体制でいてほしいです。 

・日頃から生徒の状況に注意をはらい、接していることを評価します。教員間の連携を強化していただきたい。 
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学

校

運

営 

学校組織は、教育目標達成のために有

効に機能しているか。 
B  本校の理念を大切に実践してい

るが、組織として機能しきれていな

いと感じている。また、個々の資質、

事務との連携に関する内容につい

ては一定の成果を感じているが、関

係機関との連携に関する共有や発

信とセンター的機能の推進につい

ては、次年度以降、3 年間の実績を

ふまえ、組織の在り方や業務量・業

務分担の見直しを図りながら効率

よく進められるようにしていきた

い。 

A 

B 

情報管理は適切にされているか。 B A 
特別支援教育のセンター的機能は、推

進されているか。 
B A 

SC や、医療機関や相談機関、労働機関

等との連携に努めているか。 
B A 

積極的に専門性や指導技術の向上を図

るために研修を行っているか。 
B A 

教員の服務規律を保持しているか。 B A 
学校の施設・設備は、安全に留意して

よく整備・管理をしているか。 
B A 

管理職は、学校課題の解決等に向けて

リーダーシップを発揮しているか。 
B A 

学校予算は、計画的、効果的に執行さ

れているか。 
B A 

教務、事務間の連携は、十分に図られ

ているか。 
A A 

学校関係者

評価委員に

よる意見 

・学校に訪問した際には、いつも整理、整頓、清掃が行き届いており、しっかり維持管理されている様に見受

けられます。私が携わらせていただいた事項に関しましては、連絡等の不備や支障をきたすことがなく、教員

の方に親切に対応していただいた一年でした。 

・他の担当や部門などの実情を把握することは難しいものです。評価の集計表からは概ね良好と言えると考え

ます。 

・みな杜が目指す学校の理念を実現するためには、校長の学校経営方針を受けての教職員全員の協働と参画に

よる学校づくりが不可欠です。是非どうすればできるかの前向きなコンセプトワークをとおして、良い意味で

の学校を変化させていくことが大切だと考えます。その際、教職員個々がこれまでのキャリアの中で培ってき

た価値等のみに固執することなく、新しい価値の創造という視点で学校をデザインしていくことが最も大切だ

と考えます。それができない方はこの学校には必要ないと思います。 

・努力されていないはずはないので、先生方、頑張られていると思います。ですが、「～されているか。」私た

ちにはよく見えてなくてわかりません。 

・３年間の取り組みを踏まえ、さらなる機能の充実に取り組んでいただきたい。 

 

 


